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今回の表紙は９月12日～14日の3日間夜須中学校の生
徒さんによる職場体験学習でコスモスプラザ（夜須）、めく
ばーる（三輪）の二つのステージに昇る階段を心建築工
房（株）さんの指導により筑前町のシンボルマークが入っ
た手摺をボランティアで取り付けていただきました。高齢者
の方がステージに昇るのに安全になりました。
夜須中学校の生徒さん、有難うございました。
（校長先生談）コロナ禍で中止していた職場体験学習を
今年度復活3日間行いました。
生徒達も社会活動の参加し、また町の施設に役に立たせて
いただき勉強になりました。

筑前町は、令和７年３月22日に合併20周年を迎え
ます。この節目となる年に、町では「筑前町合併20
周年記念事業」が計画されています。また、事業推
進のために、合併20周年キャッチフレーズとシンボ
ルマークのアイディアが募集されています。

夜須中学校の生徒さんによる職場体験

立派
な「手

すり」
が

できま
した！

詳細はこちらから

コスモスプラザ・めくばーる
ステージ前
階段手摺取り付けの職場体験

合併20周年記念事業

キャッチフレーズ・シンボルマークの
アイディア募集

中西 拓誠 君
リーダー

小幡 道弘 君
副リーダー

伊東 來斗 君 野口 友暉 君 野口 龍紀 君

お知らせ

今回の夜須中生徒の職場体験学習に協力
いただきました。
生徒さんが熱心で安全な手すりができました。

（社長談）

　心建築工房（株） 代表取締役　下村 達也 様
職場体験先の会社 しもむら

なかにし おばたみちひろ いとう のぐち のぐちともき たつきらいとたくま
たつ や
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職場体験学習で中学生ボランティア制作
完成 「階段手すり」で安全！
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　今
夏
は
、全
国
的
に
猛
暑
が
続
き
、

危
険
な
暑
さ
が
、相
次
い
で
観
測
さ
れ
、

ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
日
が
、続
い
て
い

ま
す
。

　コ
ロ
ナ
も
感
染
症
法
上
の
分
類
が
、５

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、町
内
で
も
、い
ろ

い
ろ
な
、行
事
が
再
開
さ
れ
た
な
か
、敬

老
会
に
出
席
し
、先
輩
方
々
の
、お
元
気

な
ご
様
子
を
拝
見
し
、大
変
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。

　そ
ん
な
中
、外
で
は
、彼
岸
花
が
咲
き

始
め
、秋
の
気
配
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
。

　早
く
、新
米
食
べ
た
ー
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　（原
田

　邦
男 

）

令和５年12月定例会日程（予定）

12月１日（金）～12月8日（金）

12月5日（火）・6日（水）
一般質問
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池
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彦
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原
口

　博
文

原
田

　
　宏

河
内

　直
子

一般質問通告書は、11月20日以降、ホーム
ページで公開する予定です。支所窓口や議会
事務局でも配布しています。

※日程は変更になる場合があります

９月定例会
決算審査特別委員会
町政のここが聞きたい  一般質問　
職場体験

P2～
P4～
P8～

P8・P16   

編
集

後
記

応募締切：11月30日(木)
問合せ先：筑前町役場総務課　42-3111



2筑前議会だより（70号）3 筑前議会だより（70号）

9月定例会
９月４日から１５日の１２日間の日程で開催。
諮問２件・報告４件・承認２件・議案１１件・認定７件
が提案され、審議の結果、原案のとおり可決した。

９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

田中　政浩　議長

○福岡県教職員組合朝倉支部より「少人数学級推進などの教職員定数改善」 「義務
教育費国庫負担制度負担率の引き上げ」にかかわる意見書の提出を求める請願
書が提出された。

○自治労筑前町職員労働組合より「地方財政の充実・強化を求める」意見書の提出に
ついて、適切な措置を国に求める請願書が提出された。

8000万円
350万円

深沼新池・深沼旧池浚渫工事
ため池耐震調査委託料

一般会計補正予算（第７号・第８号）

４億４５８万円を増額
補正後の予算総額 ：141億8025万円

災害復旧

2600万円工業用地造成事業特別会計繰出金
工業用地造成

1820万円東小田小学校学童施設増設

1095万円保育所等運営補助金

907万円

三輪中学校駐車場用地
取得費

学びの施設

請願審査

［請願趣旨］
中学校、高等学校の３５人学級を早急に実施し、さらなる少人数学級について検討するととも
に、加配教員の増員など教職員定数改善を推進すること。また、教育の機会均等と水準の維
持向上を図るため、地方財政を確保した上で義務教育費国庫負担制度の負担割合を引き上
げること。

みなみの里の
経営状況

全員賛成で可決

8億3820万円
2664万円

45万6789人

（前年比105％）

（前年比116％）

（前年比104％）

収入

利益

集客数

国に意見書提出

人権擁護委員

◆委員　木許　敦子　氏　　　　　◆委員　時津　雅子　氏
き もと とき つ まさ こあつ  こ

［請願趣旨］
２０２４年度の政府予算と地方財政の検討にあたっては、歳入・歳出を的確に見積もり、地方
財政の確立をめざすよう、国の関係機関に意見書提出を請願するもの。

○みなみの里経営状況が報告された
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９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

問

　四
三
嶋
工
業
団
地
の
残
り
３

区
画
の
状
況
は
。

答

　２
区
画
は
企
業
の
立
地
意
向

を
確
認
。残
り
１
区
画
は
未
定
。窓

口
に
来
ら
れ
る
企
業
等
か
ら
相
談

を
受
け
て
決
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　（都
市
計
画
課
長
）

ま
ち
づ
く
り

問

　人
権
連
続
講
座
は
い
い
講
演

が
い
つ
も
あ
っ
て
い
る
の
で
Ｐ
Ｒ

を
。

答

　町
の
フォ
ー
ラ
ム
等
で
も
周
知

し
て
い
る
が
。更
に
幅
広
く
周
知
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　

　（人
権
・
同
和
対
策
室
長
）

問

　こ
れ
だ
け
先
生
方
の
働
き
方

改
革
が
言
わ
れ
て
い
る
中
、解
放

子
ど
も
会
に
学
校
の
先
生
を
派
遣

す
る
の
で
は
な
く
、他
に
講
師
を

雇
っ
た
ら
ど
う
か
。

答

　大
部
分
が
先
生
達
と
な
っ
て
い

る
が
、外
部
か
ら
の
講
師
も
招
き
な

が
ら
行
っ
て
い
る
。

　
　

　（人
権
・
同
和
対
策
室
長
）

問

　い
じ
め・
不
登
校
問
題
の
解

決
に
向
け
た
対
策
は
。

答

　ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど

配
置
し
て
、手
当
を
し
て
い
る
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　

 （
教
育
課
長
）

教
　
　育

代表監査委員による決算審査報告
　令和４年度一般会計及び特別会計の歳入歳出決算並びに基金の
運用状況については、適法・適正に執行されていることを確認した。
　定住人口が微増している本町においては、さらなる人口増加や企
業誘致の積極的推進・町税徴収の強化による財源確保が必要であ
り、一層の努力を望む。
　町職員は、町民の目線でいま一度、事業の精査をするとともに、改
善の意識を高めることにより、将来に向けて持続可能な行政運営の
実施を期待する。

町民のために
どう生かされた？
決算審査特別委員会
～令和４年度決算を問う～

寺原裕明委員長のもと、９月11日から13日の３日間の日程で開催され、各課の決算・事業成果
に対し、議員から１１３項目にわたる質問が行われた。その一部を掲載。

古山代表監査委員

問

　育
ち
盛
り
の
子
ど
も
た
ち
の

食
の
応
援
事
業
で
未
配
布
世
帯
へ

の
対
応
は
ど
う
し
た
の
か
。　
　

答

　総
務
課
に
連
絡
が
あ
っ
た
分

に
つ
い
て
は
全
て
対
応
し
て
い
る
が
、

連
絡
が
な
い
分
は
未
配
布
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（総
務
課
長
）

問

　筑
前
町
子
育
て
ア
プ
リ
の
周

知
は
。

答

　保
育
園
や
幼
稚
園
、又
乳
幼

児
健
診
で
の
チ
ラ
シ
配
布
。母
子
手

帳
配
布
の
時
も
登
録
を
お
願
い
を

し
て
い
る
。
　
　
　
　（健
康
課
長
）

子
育
て
応
援

問

　要
保
護
で一番
多
い
案
件
と
、

要
保
護
が
外
れ
た
方
の
そ
の
後
の

支
援
を
し
て
い
る
の
か
。

答

　児
童
虐
待
が
多
く
、要
保
護

が
外
れ
て
も
引
き
続
き
町
で
見
守

り
を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　（こ
ど
も
課
長
）

問

　地
域
で
の
繋
が
り
を
育
て
る

た
め
、子
ど
も
会
活
動
や
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
へ
の
支
援
を
。

答

　地
域
及
び
家
庭
で
の
教
育
力

が
落
ち
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

向
上
の
た
め
に
必
要
な
支
援
を
続

け
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　

 
 （

生
涯
学
習
課
長
）

問

　企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
人
材

バ
ン
ク
の
登
録
者
数
と
活
動
内
容・

実
績
は
。

答

　２
つ
の
事
業
所
と
２
名
の
個

人
事
業
主
と
契
約
し
て
い
る
。個
人

に
つ
い
て
は
人
材
バ
ン
ク
登
録
証
を

交
付
し
、企
業
へ
の
制
度
の
周
知
や

働
き
か
け
な
ど
の
活
動
を
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。寄
附
実
績
の
割
合
は
、

個
人
事
業
主
が
79
％
、委
託
事
業

者
が
19
％
、直
接
の
寄
附
が
２
％
。

　
　
　
　
　
　
　
　（企
画
課
長
）

問

　企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
は
、町
民
税
納
税
者
の
何
人
分

に
相
当
す
る
の
か
。

答

　応
援
寄
附
金
１
６
９
０
万
円

を
、一
人
当
た
り
平
均
税
額
約
８
４

０
０
０
円
で
割
る
と
、約
２
０
０
人

分
と
な
る
。
　
　
　
　（
税
務
課
長
）

ふ
る
さ
と
納
税

問

　消
防
団
の
団
員
確
保
で
他
自

治
体
の
成
功
例
と
か
は
な
い
の

か
。

答

　他
自
治
体
も
筑
前
町
と
ほ
ぼ

同
様
の
取
り
組
み
の
よ
う
だ
。今
後

も
継
続
し
て
消
防
団
の
認
知
度
を

上
げ
、そ
の
必
要
性
・
重
要
性
を
周

知
し
な
が
ら
地
域
で
の
存
在
感
を

高
め
、入
団
に
繋
げ
る
こ
と
が
で
き

れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　（環
境
防
災
課
長
）

問

　町
の
防
災
備
蓄
品
を
各
区
に

提
供
で
き
な
い
の
か
。

答

　自
主
防
災
組
織
が
運
営
す
る

一
時
的
な
避
難
場
所
と
し
た
場
合
、

必
要
に
応
じ
て
提
供
可
能
か
今
後

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　（環
境
防
災
課
長
）

防
　
　災
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令和５年 9月定例会（全会一致で承認・可決・認定した議案等）

○●○○○○○○○○○○○

○●○○○○○○○○○○○

９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

【専決処分】令和５年度筑前町一般会計補正予算（第６号）

令和５年度筑前町国民健康保険事業特別会計補正予算
（第１号）

令和５年度筑前町一般会計補正予算（第７号）

承
認
・
可
決

認
定

令
和
５
年
度
補
正
予
算

令
和
４
年
度
決
算

（賛成討論）山本一洋：部落解放同盟は、あらゆる差別の撤廃に資する活動をしている団体
であり、補助金及び交付決定は適正に実施されていると認められる。会計決算全般につい
ても、決算審査特別委員会で慎重審議、承認されている。

議員名

令和４年度筑前町一般会計歳入歳出決算
の認定

令和４年度筑前町国民健康保険事業特別
会計歳入歳出決算の認定

令和４年度筑前町後期高齢者医療特別
会計歳入歳出決算の認定

令和４年度筑前町住宅新築資金等貸付事
業特別会計歳入歳出決算の認定

（反対討論）河内：一つの任意団体である部落解放同盟に対する補助金についての協議が
なされていない。

（賛成討論）柳：今後の国保税県内統一化に向けた納付金の不透明性による不安要素もあ
り、黒字による基金積み立ては、国保財政運営のための大切な財源のひとつとなりうる。ま
た、重症化予防対策と医療費抑制を図る取り組みにも積極的に努めている。

（反対討論）河内：保険税の引き上げにより黒字決算で推移しているが、黒字分は基金に積
み立てるのではなく、保険料の引き下げに充てるべきである。

○●○○○○○○○○○○○

（賛成討論）原口：被保険者一人あたりの医療費は県内で10位以内という高水準であり、大
きな課題を抱えている中、広域連合と連携しながら様々な事業を実施し、医療費抑制対策
を含め健康寿命の延伸、健康づくりに努めている。

（反対討論）河内：75歳という年齢だけで医療を差別する制度そのものに反対。一刻も早く
元の老人保健制度に戻すべきである。

○●● ○○○○○○○○○○

（賛成討論）山本久矢：国の事業運営方針に従い、歴代担当者が早期完納に向け努力してい
る。定期的な面談や催促を行い、計画による自主的返納の対応がなされている。今後も収
納対策アドバイザーや弁護士の指導のもと、職員による適正な事業遂行が認められる。

（反対討論）河内：本来、平成28年度には完了していなければならない事業にもかかわら
ず、多くの滞納が残っている。法的措置も視野に入れ早期解決すべき。

議案名

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

寺
原
　
裕
明

河
内
　
直
子

山
本
　
久
矢

奥
村
　
忠
義

石
丸
時
次
郎

山
本
　
一
洋

柳
　
　
雅
明

石
橋
　
里
美

木
村
　
和
彦

原
田
　
　
宏

原
口
　
博
文

池
松
　
和
彦

原
田
　
邦
男

議長　田中政浩は、賛否同数以外採決に加わらない。○は賛成、●は反対、欠は欠席、退は退席。

令和５年 9月定例会
区
分

令
和
４
年
度
　
決
算

（賛成多数で認定した議案等）

令和５年度筑前町水道事業会計補正予算（第１号）

令和５年度筑前町一般会計補正予算（第８号）

令和５年度筑前町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第１号）
令和５年度筑前町住宅新築資金等貸付事業特別会計補正
予算（第１号）
令和５年度筑前町工業用地造成事業特別会計補正予算
（第２号）

令和４年度筑前町下水道事業会計決算

令和４年度筑前町水道事業会計決算

令和４年度筑前町工業用地造成事業特別会計歳入歳出
決算

人権擁護委員の推薦

【専決処分】高上地内での事故にかかる損害賠償

株式会社ファーマーズマーケットみなみの里の経営状況

報
告
の
み

承
認
・
可
決

報
告

可
決

条
例

人
事

適
任

そ
の
他

筑前町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部改正
筑前町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部改正

筑前町子ども医療費の支給に関する条例の一部改正

令和４年度筑前町財政健全化判断比率

令和４年度筑前町公営企業の資金不足比率

筑前町情報公開条例の一部改正

【専決処分】篠隈・安野・四三島線交差点改良工事に係る
変更契約の締結

問

　公
園
遊
具
の
老
朽
化
に
伴
う

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
導
入
の
取

り
組
み
は
。

答

　令
和
６
年
度
予
定
の
南
部
運

動
公
園
遊
具
の
更
新
時
に
、イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
遊
具
の
設
置
を
検
討
し
て

い
る
。
　
　
　
　（都
市
計
画
課
長
）

問

　文
化
財
地
域
活
用
計
画
は
策

定
し
て
い
る
の
か
。収
蔵
庫
の
建

設
計
画
の
進
捗
状
況
は
。

答

　活
用
計
画
は
策
定
し
て
い
な

い
。収
蔵
庫
の
計
画
は
、近
々
の
う
ち

に
方
向
性
を
示
す
。   

（
教
育
課
長
）

問

　多
目
的
運
動
公
園
の
予
約
団

体
が
、固
定
化
し
て
い
る
の
で
は
。

答

　利
用
団
体
の
点
検
、町
内
団

体
と
協
議
を
行
い
、課
題
を
解
決
し

て
い
き
た
い
。

　（生
涯
学
習
課
長
）

公
共
施
設

問

　特
定
健
診
は
半
数
以
上
が
未

受
診
。そ
の
原
因
は
。

答

　中
高
年
層
の
掘
り
起
こ
し
と

い
う
の
が
重
要
と
思
っ
て
い
る
。
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　（健
康
課
長
）

問

　高
齢
者
虐
待
防
止
緊
急
支
援

業
務
の
、そ
の
他
の
支
援
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。

答

　虐
待
等
相
談
に
応
じ
て
、家

庭
に
入
り
支
援
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
な

ど
協
議
を
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　（福
祉
課
長
）

福
祉
と
健
康

問

　保
育
所
の
給
食
の
地
産
地
消

の
割
合
は
。

答

　町
内
業
者
を
中
心
に
購
入

し
、野
菜
は
72
％
程
度
町
内
産
。

　
　
　
　
　
　
　（こ
ど
も
課
長
）

問

　有
害
鳥
獣
の
特
定
外
来
生
物

ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る
農
作
物
被
害

が
増
え
て
い
る
が
、対
策
は
。

答

　特
定
外
来
生
物
防
除
の
実
施

計
画
を
策
定
し
、わ
な
の
貸
出
し
を

行
っ
て
い
る
。
　　（
農
林
商
工
課
長
）

農
　
　業

問

　交
通
安
全
対
策
費
、地
元
要

望
は
ど
の
く
ら
い
残
っ
て
い
る
の

か
。令
和
５
年
度
に
す
べ
て
完
了

す
る
の
か
。

答

　令
和
４
年
度
末
の
未
処
理
件

数
は
42
件
。令
和
５
年
度
内
の
完

了
を
目
指
し
取
り
組
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　（建
設
課
長
）

問

　空
き
家
実
態
調
査
の
結
果

は
。

答

　空
き
家
対
象
候
補
６
８
０
件

を
外
観
目
視
で
調
査
を
行
い
、空
き

家
数
は
４
３
８
件
。現
状
の
ま
ま
で

利
用
可
能
な
空
き
家
数
が
２
０
４

件
で
あ
っ
た
。
　　（
都
市
計
画
課
長
）

暮 

ら 

し
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※一般質問に関する記事は質問者自身で作成しています。

発言の全内容（録画配信）は下記のＱＲコードからアクセスできます。

町政の が きたい！こ こ 聞
一般
質問

◆ 柳　　雅明 議員　　　　Ｐ9
筑前町の山林で植林した民有林は

◆ 原田　　宏 議員　　　　Ｐ14
水道事業の今後の見通しは

◆ 石丸時次郎 議員　　　　Ｐ10
少子化対策待ったなし

◆ 河内　直子 議員　　　　Ｐ15
自衛隊への名簿提供は中止を

◆ 原口　博文 議員　　　　Ｐ11
道路維持費予算の増額を

◆ 池松　和彦 議員　　　　Ｐ12
町の特性や人物を活かしては

◆ 原田　邦男 議員　　　　Ｐ13
消防団員減少に歯止めを

９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

９月議会定例会では、７名の議員が一般
質問を行い、町政全般の現状や方針に
ついて報告・説明を求めた。

夜須中学校地域職場体験
武田　仁 くん
たけ　　だ じん

氏
名

　テレビで見たままの風景で、難しい言葉がたく
さんでていたけど、このような議会を通して筑前町
の経済が成りたっているのだなと実感した。
　これから自分もこのような会に参加することが
あったら、この経験をもとにしたいと思います。

　テレビで見るようなことが実際に行われていて、
すごいなと思った。報告書を見て、町の色々な取り
組みを知った。
　議員の方たちも議案書にしっかりと目を通して
いて、すごいなと思った。

未来を担う
中学生が傍聴

畑瀬 真由美さん氏
名

はた　　せ ま　　ゆ　　み

柳
　
森
林
所
有
者
に
意
向
調

査
を
行
っ
て
い
る
途
中
だ
が
、

現
在
の
状
況
は
。

農
林
商
工
課
長
　所
有
す
る

森
林
管
理
を
自
分
で
行
う
が

１７
．７
％
。既
に
森
林
事
業
者

に
委
託
し
継
続
し
た
い
１
％
。

委
託
先
が
あ
れ
ば
管
理
を
委

託
し
た
い
４１
．９
％
。売
却
や
譲

渡
先
が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い

２６
．１
％
。こ
の
調
査
結
果
を

も
と
に
地
元
説
明
会
や
、個
別

説
明
会
を
実
施
し
、整
備
の
方

法
を
提
案
し
て
い
る
。

柳
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
を
有

機
農
業
に
活
用
で
き
な
い
か
。

農
林
商
工
課
長
　堆
肥
への
活

用
に
つ
い
て
は
枝
葉
や
チッ
プ
の

み
で
は
堆
肥
に
な
り
に
く
い
点

と
、山
林
か
ら
の
輸
送
コ
ス
ト

や
、費
用
対
効
果
の
面
か
ら
現

時
点
で
は
堆
肥
へ
の
活
用
は
検

討
し
て
い
な
い
。

農
林
商
工
課
長
　
福
岡
県
で

は
、太
陽
光
発
電
設
備
設
置
を

目
的
と
し
た
開
発
面
積
を
、

０
．３
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
上
０
．５
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
下
の
場
合
は
本
町

へ
の
伐
採
届
け
出
が
、県
に
は

林
地
開
発
事
前
協
議
を
行
う

必
要
が
あ
る
。今
回
の
制
度
変

更
は
事
業
者
に
と
っ
て
厳
し
い

も
の
で
あ
る
。ま
た
、０
．５
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
超
え
る
場
合
に
は
、

県
の
林
地
開
発
許
可
を
取
得

す
る
よ
う
指
導
す
る
。

農
林
商
工
課
長
　
農
業
者
の

減
少
や
高
齢
化
が
加
速
す
る

中
で
、認
定
農
業
者
等
の
担
い

手
だ
け
で
は
な
く
、意
欲
を

も
っ
て
農
業
に
新
規
参
入
す
る

者
を
地
域
内
外
か
ら
取
り
込

む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、農
地

利
用
を
促
進
す
る
観
点
か
ら

の
改
正
と
な
っ
て
い
る
。

改
正
農
地
法
の
要
点
を

現
在
行
っ
て
い
る

　
　
　
　
　森
林
行
政
は

主
要
産
業
と

　
　
　
　山
林
の
関
わ
り

柳
　
地
域
森
林
計
画
対
象
の

民
有
林
開
発
行
為
の
考
え
方

の
う
ち
、太
陽
光
発
電
設
備
の

設
置
が
０
．５
ヘ
ク
タ
ー
ル
以

下
で
あ
れ
ば
、都
道
府
県
知
事

の
許
可
が
不
要
と
い
う
こ
と

に
な
っ
た
。全
国
的
に
太
陽
光

発
電
に
よ
る
環
境
問
題
が
取

り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
が
当
町

の
今
後
の
方
策
は
。

柳
　
農
地
取
得
時
に
お
け
る

下
限
面
積
が
撤
廃
さ
れ
た
目

的
は
。

「
と
か
い
な
か
」推
進

柳
　
都
市
計
画
法
に「
と
か
い

な
か
」を
ど
う
と
ら
え
て
い
く

の
か
。

都
市
計
画
課
長
　
用
途
地
域

以
外
の
都
市
計
画
区
域
で
都

市
的
利
用
を
行
う
場
合
、農
振

除
外
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、企

業
誘
致
で
も
何
度
も
壁
に
ぶ
つ

かっ
て
い
る
。既
存
の
住
宅
地
を

用
途
地
域
へ
と
編
入
す
る
方
策

や
、新
規
の
用
途
地
域
を
指
定

す
る
方
策
、区
内
道
路
の
新
設

改
良
な
ど
良
好
な
住
環
境
の

構
築
整
備
を
考
え
て
い
る
。

林
地
開
発
許
可
制
度

　
　
　
　
　
　
　の
変
更

筑前町の山林で植林した民有林は
植林した杉・檜の民有林面積は森林全体の６割議 員

やなぎ まさ あき

柳  雅明

豊作を願う秋の穫り入れが始まる

各議員の
全内容は
録画配信で
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議 員

いし まる とき ろうじ

石丸 時次郎
９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

原
口
　
各
行
政
区
か
ら
の
道

路
維
持
補
修
な
ど
の
要
望

が
、３
月
末
で
約
２
８
０
件

残
っ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、現

在
ま
で
何
件
処
理
を
さ
れ
た

の
か
。ま
た
、４
月
以
降
何
件

の
要
望
が
出
さ
れ
た
の
か
。

建
設
課
長

　８
月
ま
で
に
処

理
し
た
件
数
は
９
件
で
、４
月

以
降
の
要
望
件
数
は
45
件
。

原
口
　
今
年
度
予
算
に
５
０

０
０
万
円
の
維
持
工
事
費
が

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、各
行
政

区
か
ら
の
要
望
を
早
期
実
現

す
る
た
め
に
予
算
の
増
額
を
。

町
長
　要
望
が
多
い
こ
と
は
十

分
承
知
し
て
い
る
。内
容
を
検

討
し
、予
算
編
成
時
に
十
分
前

向
き
に
検
討
す
る
。

原
口
　
安
全
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
町
づ
く
り
の
た
め
に
、

町
の
再
犯
防
止
推
進
計
画
の

策
定
を
。

福
祉
課
長
　令
和
７
年
度
の

地
域
福
祉
計
画
の
見
直
し
に

合
わ
せ
て
策
定
予
定
で
あ
る
。

石
丸
　
近
年
の
急
激
な
少
子

化
傾
向
か
ら
子
育
て
支
援
は

時
代
の
要
請
。今
後
は
さ
ら
に

支
援
策
が
求
め
ら
れ
る
と
思

う
が
対
策
は
。

議 員

はら ぐち ひろ ふみ

原口 博文

土砂が堆積した河川

厚生労働省ホームページより

子
育
て
支
援
は

　
　
　
　
　
時
代
の
要
請

石
丸
　
少
子
化
問
題
は
将
来

の
人
口
減
少
を
招
き
、自
治

体
の
根
幹
を
揺
る
が
す
最
重

要
課
題
。対
策
は
。

町
長
　
人
口
問
題
は
ま
ち
づ
く

り
の
根
幹
。定
住
人
口
の
増
加

こ
そ
町
の
活
力
、財
政
問
題
を

解
決
す
る
重
要
政
策
と
位
置

づ
け
、教
育
環
境
を
基
盤
と
す

る
子
育
て
支
援
の
充
実
を
は

じ
め
、様
々
な
施
策
を
実
施
し

て
き
た
。

町
長
　
教
育
は
未
来
へ
の
投

資
。広
く
満
遍
な
く
、全
国

津
々
浦
々
環
境
は
同
じ
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
基
本

的
に
は
国
策
。場
合
に
よ
っ
て

は
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
地

方
の
税
金
を
充
当
す
る
方
針

で
臨
む
。

少
子
化
問
題
は

　
　
政
治
の
最
重
要
課
題

石
丸
　
子
育
て
支
援
の
費
用

は
コ
ロ
ナ
交
付
金
頼
み
。持
続

可
能
な
子
育
て
支
援
に
は
財

源
確
保
が
課
題
。方
策
は
。

町
長
　
年
間
一
億
円
を
超
す
給

食
費
の
無
償
化
、町
単
独
で
の

継
続
性
は
困
難
。国
策
と
し
て

要
望
す
る
。町
は
積
極
的
に
予

算
配
分
し
て
い
く
。

持
続
可
能
な
支
援
に
は

　
　
　
財
源
確
保
が
課
題

石
丸
　
教
育
現
場
で
の
A
I

活
用
は
弊
害
も
考
え
ら
れ
る

が
。

教
育
長
　
適
切
に
活
用
す
れ

ば
教
職
員
の
働
き
方
改
革
、生

徒
の
学
習
に
効
果
が
あ
る
。一

方
、過
度
に
依
存
す
れ
ば
様
々

な
リ
ス
ク
も
あ
る
。適
切
な
活

用
に
つ
い
て
研
究
す
る
。

Ａ
Ⅰ
活
用
成
果
と

　
　
　
　
　
　
　
課
題
は

道
路
維
持
補
修
等
の

　
　
　
工
事
費
の
増
額
を

原
口
　
７
月
豪
雨
に
お
い
て

河
川
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

土
砂
浚
渫
工
事
費
の
増
額

を
。

建
設
課
長
　緊
急
浚
渫
推
進

事
業
債
が
あ
り
、事
業
量
に
応

じ
て
計
上
し
て
い
く
。

河
川
維
持
工
事
費
の

　
　
　
　
　
　
　
増
額
を

原
口
　
体
験
乗
車
が
終
わ
っ

た
三
輪
地
区
の
ア
ン
ケ
ー
ト

の
意
見
は
。

企
画
課
長

　帰
り
の
予
約
が

不
安
、町
全
域
の
運
行
、乗
降

所
の
増
設
な
ど
の
意
見
が
多

い
。一
回
当
た
り
の
料
金
の
回
答

は
、約
９
割
が
２
０
０
円
以
下

で
あ
っ
た
。

チ
ョ
イ
ソ
コ
ち
く
ち
ゃ
ん

　
　
体
験
乗
車
の
結
果
は

地
方
再
犯
防
止
推
進

　
　
　
　
計
画
の
策
定
を

原
口
　
人
口
増
に
伴
い
住
民

ニ
ー
ズ
も
増
え
て
い
る
。職
員

体
制
の
見
直
し
を
。

町
長

　専
門
性
を
高
め
る
こ

と
も
課
題
で
あ
り
、類
似
団
体

と
比
較
し
、職
員
定
数
は
考
え

る
。人
口
増
の
部
分
は
、配
慮

す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

町
づ
く
り
の
た
め

　
　
職
員
体
制
の
充
実
を

道路維持費予算の増額を
予算編成時に前向きに検討する

少子化対策待ったなし
積極的な予算配分をする
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議 員

いけ まつ かず ひこ

池松 和彦
９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

原
田
　
少
子
高
齢
化・自
営
農

家
の
減
少
等
で
、消
防
団
員
が

減
少
し
て
い
る
。消
防
団
の
現

状
と
課
題
は
。

環
境
防
災
課
長
　災
害
発
生

時
は
、被
害
拡
大
防
止
を
目

的
に
活
動
。一
方
、社
会
環
境
の

変
化
に
伴
い
若
年
層
の
価
値

観
も
多
様
化
し
て
い
る
。本
町

も
同
様
で
い
か
に
消
防
団
員
を

確
保
す
る
か
が
課
題
。

原
田
　
近
年
の
団
員
減
少
の

中
、女
性
の
参
加
は
喜
ば
し
い

こ
と
。今
後
、消
防
団
存
続
に

ど
う
対
処
し
て
い
く
の
か
。

環
境
防
災
課
長
　本
町
で
は

い
ち
早
く
女
性
消
防
団
や
機

能
別
団
員
制
度
を
導
入
。ま

た
、消
防
団
員
条
例
定
数
の

見
直
し
や
、司
令
長
創
設
な
ど

組
織
改
革
に
務
め
て
き
た
。今

後
も
、現
役
団
員
の
意
見
等

を
最
大
限
尊
重
し
、団
員
確

保
に
向
け
て
取
り
組
む
。

池
松
　
両
中
学
校
に
は
文
化

部
が
２
つ
ず
つ
し
か
な
い
。選

択
肢
を
増
や
す
事
と
、町
の
特

性
を
活
か
す
事
を
考
え
て「
園

芸
部
」を
作
っ
て
は
ど
う
か
。

み
な
み
の
里
に
出
荷
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
プ
ロ
農
家
に
指

導
し
て
頂
け
た
ら
地
域
移
行

の
象
徴
に
な
る
。将
来
の
農
業

発
展
の
為
に
も
検
討
の
余
地

あ
り
と
思
う
が
。

教
育
課
長
　生
徒
の
確
保
と

教
員
の
専
門
性
が
持
続
的
に

担
保
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
な
こ

と
か
ら
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
課
長
　生
徒
の
意
欲
は

尊
重
し
た
い
が
、生
徒
の
安
全

確
保
が
で
き
な
い
ば
か
り
か
、

学
校
管
理
下
に
お
け
る
教
育

活
動
と
は
認
め
ら
れ
ず
、適
切

で
は
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

池
松
　
宮
崎
教
育
長
の
考
え

る
部
活
動
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

教
育
長
　部
活
動
は
生
徒
の

人
間
形
成
の
学
び
の
場
。持
続

可
能
な
受
け
皿
・
整
備
が
必

要
。そ
の
上
で
部
活
動
の
地
域

移
行
を
模
索
し
て
行
く
。

池
松
　「
蒔
か
ぬ
種
は
生
え

ぬ
」と
い
う
事
も
あ
る
。今
後

も
町
の
資
源・人
物・環
境・教

育
を
掘
り
起
こ
し
て
行
く
事

を
期
待
し
て
い
る
。

池
松
　
筑
前
町
は
地
域
移
行

へ
の
対
応
が
早
か
っ
た
が
何
か

問
題
は
無
か
っ
た
か
。

教
育
課
長
　ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ

る
と
肯
定
的
な
意
見
を
得
て
い

る
。定
期
的
に
検
討
委
員
会
で

改
善
し
て
行
く
。

池
松
　
安
全
面
と
下
校
時
刻

を
配
慮
し
た
上
で
の「
指
導
者

不
在
で
の
自
主
練
習
」は
通
年

で
可
能
か
。体
力
作
り
や
文

化
部
の
活
動
で
あ
れ
ば
リ
ス

ク
は
少
な
い
と
思
う
が
。

池
松
　「
中
国
革
命
の
父
」と

呼
ば
れ
る
孫
文
の
支
援
者
と

し
て「
平
山
周
」と
い
う
人
物

が
い
た
よ
う
だ
が
、町
で
の
認

識
は
。

企
画
課
長
　
町
史
に
は
言
及

が
無
く
初
め
て
認
識
し
た
。町

と
の
関
わ
り
を
調
べ
て
い
る
。

池
松
　
現
在
、各
分
野
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
方
に
来
て
も

ら
う
機
会
を
作
れ
ば
、一緒
に

町
を
盛
り
上
げ
て
も
ら
う
事

が
で
き
る
と
思
う
が
。

企
画
課
長
　
秋
の
ど
〜
ん
と

か
が
し
祭
に
は
町
田
隼
人
さ
ん

が
参
加
す
る
。ま
た
２
月
に
は

音
楽
家
の
吉
村
和
弥
さ
ん
の
コ

ン
サ
ー
ト
が
行
わ
れ
る
。イ
ベン

ト
の
企
画
な
ど
は
関
係
課
を

中
心
に
連
携
を
図
る
。

議 員

くにはら おだ

原田 邦男

使命を胸に日々の訓練に励む消防団員

筑
前
町
出
身
の
人
物

原
田
　
国
は
農
業
経
営
の
拡

大
に
向
け
た
支
援
を
進
め
て

い
る
。一
方
、小
規
模
農
家
は

支
援
も
な
く
担
い
手
不
足
で

耕
作
放
棄
地
は
増
加
。小
規

模
農
家
へ
の
町
単
独
支
援
は

で
き
な
い
の
か
。

農
林
商
工
課
長
　本
町
は
機

械
導
入
支
援
事
業
を
活
用
し

補
助
を
実
施
。し
か
し
、補
助

の
対
象
に
は
、集
落
営
農
組
織

や
認
定
農
業
者
で
あ
る
こ
と

が
条
件
。町
で
は
補
助
対
象
外

の
補
助
は
現
在
行
っ
て
い
な
い
。

ま
た
、支
援
策
に
つ
い
て
は
、近

隣
の
自
治
体
や
国
・
県
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、農
業
振
興

に
つ
な
が
る
よ
う
に
取
り
組
み

た
い
と
考
え
る
。

小
規
模
農
家
へ
の
支
援
を

消
防
団
の
充
実
強
化
を

中
学
校
部
活
動
の

　
　
　
　
　　地
域
移
行

文
化
部
の
選
択
肢
の

　
　
　
　
　
　
　少
な
さ

原
田
　
以
前
は
小
規
模
ハ
ウ

ス
建
設
に
支
援
が
あ
り
、コ
ス

ト
低
減
に
向
け
た
野
菜
作
り

が
出
来
て
い
た
が
、現
在
、支

援
は
な
い
の
か
。

農
林
商
工
課
長

　ハ
ウ
ス
設

置
費
補
助
事
業
は
平
成
22
年

か
ら
25
年
度
に
か
け
、町
内
直

売
所
の
安
定
出
荷
・
品
質
確

保
の
た
め
実
施
し
た
。直
売
所

出
荷
者
の
支
援
は
出
荷
者
の

状
況
に
応
じ
て
適
切
な
支
援

策
を
検
討
し
た
い
。

直
売
所
出
荷
者
の
支
援
は

消防団員減少に歯止めを
全面的な支援で存続を

町の特性や人物を活かしては
参考にし、関係課と連携していく

未来への種を蒔く学校
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議 員

はら だ ひろし

原田  宏

安
定
的
な
水
道
事
業
の

　
　
　将
来
像
の
検
討
を

自
衛
隊
へ
の

　
　名
簿
提
供
の
根
拠
は

こ
れ
以
上
の
国
保
税
の

引
き
上
げ
は
や
め
る
べ
き

水道事業の今後の見通しは
経営戦略の見直しを検討

９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

９
月
定
例
会

請
願
審
査

決
算
審
査

議
決
結
果

一
般
質
問

原
田
　
事
業
開
始
後
14
年
経

過
現
在
の
加
入
世
帯
数
は
。

上
下
水
道
課
長
　令
和
４
年

末
で
７
３
５
６
世
帯（
60
．

７
％
）で
あ
る
。

原
田
　
筑
後
地
区
平
均
が

87
．５
％
で
あ
り
、低
い
状
況

で
あ
る
。原
因
は
地
下
水
利

用
者
の
普
及
が
課
題
と
考
え

る
が
。

上
下
水
道
課
長
　水
質
や
水

量
に
問
題
な
い
地
域
の
方
は
上

水
道
の
匂
い
や
料
金
に
対
し
て

抵
抗
を
感
じ
ら
れ
る
こ
と
も
伸

び
な
い一
要
因
で
あ
る
。

　十
分
な
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
為
に
も
、安
定
的
な
収
入

の
確
保
が
必
要
で
あ
る
事
も

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

水道は安全だよ 栗田中継ポンプ場

河
内
　
国
保
税
の
上
限
額
を

負
担
し
て
い
る
人
は
、同
じ
収

入・家
族
構
成
の
健
保
加
入
世

帯
の
２
倍
を
超
す
保
険
税
を

既
に
支
払
っ
て
い
る
。法
定
外

繰
り
入
れ
な
し
で
、黒
字
を
続

け
て
い
る
国
保
会
計
で
、こ
れ

以
上
の
引
き
上
げ
は
、や
め
る

べ
き
で
は
。

議 員

なおか わ ち こ

河内 直子

河
内
　
機
構
改
革
は
今
ど
の

程
度
ま
で
進
ん
だ
の
か
。

総
務
課
長

　新
し
く
な
っ
た

事
務
局
で
、こ
れ
ま
で
検
討
さ

れ
た
こ
と
、現
状
と
今
後
の
こ

と
を
見
据
え
見
直
し
を
行
っ
て

い
る
所
で
、具
現
化
に
は
、ま

だ
時
間
を
要
す
る
。組
織
の
配

置
先
が
、現
在
直
面
し
て
い
る

課
題
で
あ
る
。

機
構
改
革
は
ど
う
な
っ
た

「
加
入
世
帯
数
」は
増
加

原
田
　
当
町
の
水
道
料
金
は

県
下
で
高
い
方
に
あ
る
と
今

年
の
３
月
に
西
日
本
新
聞
で

報
道
さ
れ
た
が
。

上
下
水
道
課
長
　当
町
が
加

入
し
て
い
る
福
岡
県
南
広
域
水

道
企
業
団（
13
市
町
村
）の
中

で
高
い
方
か
ら
３
番
目
で
あ

る
。理
由
と
し
て
、給
水
開
始

が
一
番
遅
く
、又
設
備
に
耐
震

設
備
を
付
加
し
て
い
る
事
な
ど

に
よ
り
、料
金
が
割
高
と
な
っ

て
い
る
。

¬水
道
料
金
」を

　
　
　
　
　見
直
し
て
は

河
内
　
児
童
扶
養
手
当
受
給

世
帯
へ
の
周
知
に
つ
い
て
、そ

の
後
の
対
応
は
。

教
育
課
長
　就
学
援
助
に
係

る
チ
ラ
シ
を
児
童
扶
養
手
当

決
定
通
知
時
に
も
配
布
す
る

よ
う
に
し
た
。

健
康
課
長
　国
保
制
度
全
体

の
構
造
的
な
課
題
で
あ
り
、国

が
財
源
も
含
め
考
え
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。安
定
的
な
財
政
運

営
を
図
っ
て
い
く
た
め
、様
々

な
観
点
か
ら
慎
重
な
調
査
・

研
究
を
行
う
。

河
内
　
国
保
税
の
子
ど
も
の

均
等
割
の
負
担
軽
減
拡
充

を
。

健
康
課
長

　軽
減
拡
充
に
つ

い
て
は
、国
の
責
任
と
負
担
に

よ
っ
て
行
う
べ
き
。町
長
を
通

じ
要
望
を
引
き
続
き
行
っ
て
い

き
た
い
。

就
学
援
助
制
度
の
周
知
を

自衛隊への名簿提供は中止を
閣議決定された方針に従って情報提供を行っていく

原
田
　
給
水
開
始
後
14
年
経

過
し
利
用
者
の
方
か
ら
は
見

直
し
の
希
望
も
あ
り
、加
入
世

帯
の
増
加
、料
金
の
検
討
等
を

す
べ
き
で
は
。

上
下
水
道
課
長
　経
営
戦
略

等
に
よ
り
検
討
を
重
ね
て
い

く
。

原
田
　
人
口
が
増
加
傾
向
に

あ
る
当
町
で
生
活
基
盤
の
水

道
水
は
重
要
な
位
置
づ
け
で

あ
る
。将
来
像
の
見
解
を
。

町
長

　人
口
減
少
の
予
測
の

中
で
積
極
財
政
政
策
の
一つ
が

上
下
水
道
事
業
で
あ
る
。料
金

等
は
経
営
戦
略
の
見
直
し
の

中
で
検
討
す
る
事
と
し
た
い
。

本
事
業
は
多
額
の
財
源
が
必

要
で
、全
て
交
付
税
で
採
択
さ

れ
て
い
る
。

河
内
　
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
も
提
供
す
べ
き
で
は

な
い
。何
を
根
拠
に
本
人
に
断

り
な
く
提
供
し
た
の
か
。

総
務
課
長
　自
衛
隊
の
依
頼

に
よ
り
、そ
の
年
度
に
18
歳
に

な
る
人
の
情
報
を
法
令
を
踏

ま
え
た
法
定
受
託
事
務
と
し

て
提
供
し
て
い
る
。

河
内
　
住
民
基
本
台
帳
法
の

規
定
で
は
、自
治
体
が
、公

用・公
益
性
が
高
い
と
認
め
た

場
合
の
み
、台
帳
の
閲
覧
が

可
能
と
あ
り
、個
人
情
報
の

外
部
提
供
に
つ
い
て
は
、中
止

す
べ
き
で
あ
り
、国
に
よ
っ
て

攻
撃
し
攻
撃
さ
れ
る
自
衛
隊

へ
と
変
貌
し
て
い
く
中
、実
際

に
戦
争
が
起
き
た
ら
戦
場
の

最
前
線
に
行
か
さ
れ
る
の

は
、自
衛
隊
員
で
あ
る
こ
と

を
十
分
に
認
識
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

※

町
で
は
Ｒ
５
年
度
か
ら
提
供

を
望
ま
な
い
方
を
、提
供
情
報

か
ら
除
外
す
る
制
度
を
整
備
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今回の表紙は９月12日～14日の3日間夜須中学校の生
徒さんによる職場体験学習でコスモスプラザ（夜須）、めく
ばーる（三輪）の二つのステージに昇る階段を心建築工
房（株）さんの指導により筑前町のシンボルマークが入っ
た手摺をボランティアで取り付けていただきました。高齢者
の方がステージに昇るのに安全になりました。
夜須中学校の生徒さん、有難うございました。
（校長先生談）コロナ禍で中止していた職場体験学習を
今年度復活3日間行いました。
生徒達も社会活動の参加し、また町の施設に役に立たせて
いただき勉強になりました。

筑前町は、令和７年３月22日に合併20周年を迎え
ます。この節目となる年に、町では「筑前町合併20
周年記念事業」が計画されています。また、事業推
進のために、合併20周年キャッチフレーズとシンボ
ルマークのアイディアが募集されています。

夜須中学校の生徒さんによる職場体験

立派
な「手

すり」
が

できま
した！

詳細はこちらから

コスモスプラザ・めくばーる
ステージ前
階段手摺取り付けの職場体験

合併20周年記念事業

キャッチフレーズ・シンボルマークの
アイディア募集

中西 拓誠 君
リーダー

小幡 道弘 君
副リーダー

伊東 來斗 君 野口 友暉 君 野口 龍紀 君

お知らせ

今回の夜須中生徒の職場体験学習に協力
いただきました。
生徒さんが熱心で安全な手すりができました。

（社長談）

　心建築工房（株） 代表取締役　下村 達也 様
職場体験先の会社 しもむら

なかにし おばたみちひろ いとう のぐち のぐちともき たつきらいとたくま
たつ や

筑前町議会だより CHIKUZEN
GIKAI DAYORI
年４回発行
５月・８月・11月・２月

バックナンバー
はこちらから

第70号
2023.11

職場体験学習で中学生ボランティア制作
完成 「階段手すり」で安全！
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　今
夏
は
、全
国
的
に
猛
暑
が
続
き
、

危
険
な
暑
さ
が
、相
次
い
で
観
測
さ
れ
、

ま
だ
ま
だ
残
暑
厳
し
い
日
が
、続
い
て
い

ま
す
。

　コ
ロ
ナ
も
感
染
症
法
上
の
分
類
が
、５

類
に
引
き
下
げ
ら
れ
、町
内
で
も
、い
ろ

い
ろ
な
、行
事
が
再
開
さ
れ
た
な
か
、敬

老
会
に
出
席
し
、先
輩
方
々
の
、お
元
気

な
ご
様
子
を
拝
見
し
、大
変
嬉
し
く
な

り
ま
し
た
。

　そ
ん
な
中
、外
で
は
、彼
岸
花
が
咲
き

始
め
、秋
の
気
配
を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
。

　早
く
、新
米
食
べ
た
ー
い
！

　
　
　
　
　
　
　
　（原
田

　邦
男 

）

令和５年12月定例会日程（予定）

12月１日（金）～12月8日（金）

12月5日（火）・6日（水）
一般質問

発
行
責
任
者

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議

　
　長

委 

員 

長

副
委
員
長

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

委

　
　員

田
中

　政
浩

石
橋

　里
美

池
松

　和
彦

原
田

　邦
男

原
口

　博
文

原
田

　
　宏

河
内

　直
子

一般質問通告書は、11月20日以降、ホーム
ページで公開する予定です。支所窓口や議会
事務局でも配布しています。

※日程は変更になる場合があります

９月定例会
決算審査特別委員会
町政のここが聞きたい  一般質問　
職場体験

P2～
P4～
P8～

P8・P16   

編
集

後
記

応募締切：11月30日(木)
問合せ先：筑前町役場総務課　42-3111


